
各本部 支部・分会 一般職平均 月数
東京北部 アドバンテスト 1,369,580 4.00
埼玉 芝浦電子 1,218,992 3.97
愛知 川本製作所 1,204,500    3.95

 +5万円
東京西部 リガク 1,125,000 3.19
京滋 カシフジ 1,090,000 3.42
長野 前田製作所 1,056,000 3.80
東京西部 超音波工業 1,025,000 3.02
東京東部 大東工業 1,020,000 2.34
東京南部 日本ＩＢＭ 1,005,000 2.22
大阪 日立建機ティエラ 1,000,000 3.45
東京北部 東洋精機 975,000 2.70
東京南部 キンドリルジャパン 966,000 2.12
東京西部 リオン 950,000 2.88
通信産業 NTTデータ 931,500 －
東京西部 大興電子通信 919,917 2.71
埼玉 村松フルート 916,358 2.69

JMITU主要企業　支部分会　冬ボーナス回答速報

冬ボーナス　組合推定平均支給額 (本体・Band 7以下一般職) (円)
会社 会社業績

達成度
(支払用)

支給額 月数 増加額
(対前年比)

2023年 日本IBM 69 926,000 2.06 -
キンドリルジャパン 80 916,000 2.05 -

2024年 日本IBM 106 1,005,000 2.22 79,000
キンドリルジャパン 96 966,000 2.12 50,000

物
価
高
騰
が
依
然
と
し
て

続
い
て
い
る
中
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
の
24
年
末
一
時
金
闘
争
は
、

11
月
14
日
現
在
、
81
支
部

分
会
が
回
答
を
引
き
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
上
積
み
回

答
を
求
め
て
奮
闘
す
る
支
部

分
会
が
広
が
り
、
上
積
み
回

答
を
引
き
出
し
た
と
こ
ろ
は
、

15
支
部
分
会
に
の
ぼ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
主
要
企
業
の

支
部
・
分
会
は
昨
年
冬
に
続

き
堅
調
で
、
左
表
の
通
り
90

万
円
を
超
え
る
回
答
を
引
き

出
し
て
い
ま
す
。
全
体
と
し

て
も
昨
年
冬
の
水
準
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の

組
合
員
平
均
（
加
重
平
均
）

は
、
昨
年
同
時
期
と
の
比
較

で
＋
３
万
７
３
７
５
円
（
＋

０
．
０
７
ヶ
月
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
同
時
期
の
伸

び
（
一
昨
年
同
時
期
と
の
比

較
）
は
＋
３
万
３
１
９
４
円

（
＋
０
．
１
２
ヶ
月
）
で
し

た
の
で
、
今
年
は
昨
年
を
上

回
る
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

支
部
別
で
は
次
の
よ
う
な

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す

埼
玉
地
本
で
は
、
日
信
工

業
支
部
が
３
次
回
答
72
万
円

（
２
．
２
５
ヶ
月
＋
２
万
円
）

を
引
き
出
し
た
ほ
か
、
東
鋼

業
支
部
で
も
65
万
円
（
１
．

９
５
ヶ
月
）
の
２
次
回
答
を

引
き
出
し
ま
し
た
。

東
京
東
部
で
は
、
小
坂
研

究
所
支
部
は
２
次
回
答
70
万

円
（
２
．
３
１
ヶ
月
）
を
引

き
出
し
ま
し
た
。

東
京
西
部
で
は
超
音
波
工

業
支
部
が
二
次
回
答
で
１
０

０
万
円
の
大
台
に
の
せ
、
ア

ジ
ア
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
支

部
が
二
次
回
答
で
47
万
１
，

９
０
２
円
（
１
．
３
０
ヶ
月
）

を
引
き
出
し
ま
し
た
。

東
京
北
部
で
は
鈴
木
シ
ャ
ッ

タ
ー
支
部
が
２
次
回
答
71
万

円
（
２
．
５
０
ヶ
月
）
を
引

き
出
し
ま
し
た
。

長
野
地
本
で
は
日
酸
Ｔ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
支
部
が
２
次
回
答

68
万
５
３
７
３
円
（
２
．
２

０
ヶ
月
）
を
引
き
出
し
ま
し

た
。
愛
知
・
川
本
製
作
所
支

部
で
は
３
次
回
答
１
２
０
万

４
５
０
０
円
（
３
．
９
５
ヶ

月
＋
５
万
円
）
を
引
き
出
し

ま
し
た
。
京
滋
地
本
で
は
カ

シ
フ
ジ
支
部
が
２
次
回
答
１

０
９
万
円
（
３
．
４
２
ヶ
月
）

を
引
き
出
ま
し
た
。
大
阪
地

本
で
は
、
少
数
組
合
で
あ
る

電
業
支
部
で
２
次
回
答
62
万

円
（
２
．
１
６
ヶ
月
）
を
引

き
出
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
キ
ン
ド
リ
ル
の
状
況

上
表
の
通
り
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
組
合
推
定
平
均
支
給
額

は
、
賃
上
げ
日
が
５
月
１
日

の
た
め
、
夏
ボ
ー
ナ
ス
時
と

同
額
の
１
０
０
万
５
千
円

（
２
．
２
２
ヶ
月
）
で
、
昨

年
よ
り
７
万
９
千
円
ア
ッ
プ

で
し
た
。

ま
た
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
の
組
合
推
定
平
均
支
給

額
は
、
賃
上
げ
日
が
７
月
１

日
の
た
め
、
夏
ボ
ー
ナ
ス
時

よ
り
１
万
８
千
円
ア
ッ
プ
の

96
万
６
千
円
（
２
．
１
２
ヶ

月
）
で
、
昨
年
よ
り
５
万
円

ア
ッ
プ
で
し
た
。

昨
年
よ
り
ア
ッ
プ
も
不
十
分

こ
の
よ
う
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
を
含

め
多
く
の
支
部
分
会
で
回
答

は
昨
年
実
績
を
上
回
っ
て
い

る
も
の
の
要
求
に
届
か
ず
、

物
価
高
騰
を
補
う
に
は
ま
だ

不
十
分
な
水
準
で
す
。

ま
だ
多
く
の
支
部
分
会
が

大
幅
上
積
み
を
求
め
て
闘
争

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org

(1)２０２４年１２月２日 か い な 第２４５６号

真実を伝える
組 合 機 関 紙

J M I T U ( 日 本 金 属 製 造
情 報 通 信 労 働 組 合 )
日 本 ア イ ビ ー エ ム 支 部

東京都港区赤坂2丁目20の6
5 F 〒 1 0 7 - 0 0 5 2
T E L : 0 3 - 3 5 8 3 - 9 0 3 7
F A X : 0 3 - 5 5 6 2 - 0 8 5 3

定価 月 500円

★ 「かいな」記事をWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２４年１２月２日 か い な 第２４５６号(4)

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用不当労行為事件 1/21(火)13:30 中央労働委員会会議室

定年後再雇用賃金差別裁判 2/06(木)11:00 東京地裁510号法廷

ＡＩ不当労働行為事件は、8月1日に都労委で勝利和解しました。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
冬
ボ
ー
ナ
ス
回
答
速
報

組
合
員
平
均
、
昨
年
を
３
万
７
３
７
５
円
上
回
る



(3)２０２４年１２月２日 か い な 第２４５６号

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２４年１２月２日 か い な 第２４５６号(2)

第
７
回
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
の
３
回
目
と
な
る
10
月
４

日
（
金
）
は
埼
玉
地
本
の
泉

田
隆
徳
委
員
長
が
講
師
を
努

め
、
39
人
が
参
加
、
賃
金
と

労
働
時
間
短
縮
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
４
回
目
の
10
月

11
日
は
40
人
が
参
加
し
、

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
疑

問
や
自
分
の
支
部
で
の
問
題

点
な
ど
を
討
論
し
ま
し
た
。

賃
金
の
水
準
と
は

10
月
４
日
の
講
座
で
は
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
」
と

は
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
で
は
な

く
、
人
間
ら
し
く
余
暇
を
楽

し
ん
だ
り
、
食
事
に
行
く
な

ど
普
通
の
生
活
が
で
き
る
こ

と
。
つ
ま
り
、
賃
金
は
普
通

の
生
活
が
で
き
る
水
準
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て

会
社
に
は
労
働
者
の
生
活
を

守
る
義
務
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
要
求
作
り
は
仲
間
の
生

活
実
態
を
基
に
し
て
行
う
の

だ
と
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
今
で
は
ジ
ョ
ブ

型
な
ど
の
成
果
主
義
賃
金
の

導
入
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

導
入
さ
れ
た
職
場
で
は
、
評

価
が
下
が
ら
な
い
よ
う
、
ミ

ス
の
隠
蔽
、
責
任
転
嫁
な
ど

が
生
じ
、
最
終
的
に
評
価
が

下
が
り
、
低
賃
金
に
な
る
。

生
計
費
原
則
に
基
づ
く
の
が

賃
金
で
す
。
導
入
を
阻
止
し
、

導
入
済
み
の
所
は
、
査
定
を

や
め
る
要
求
を
提
出
し
、
査

定
が
あ
っ
て
も
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
粘
り
強
く
要
求
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
す
。

労
働
時
間
の
短
縮

労
働
時
間
の
短
縮
は
、
賃

金
と
と
も
に
、
労
働
者
の
基

本
要
求
で
す
。
平
日
、
長
時

間
労
働
が
常
態
化
す
れ
ば
、

休
日
は
回
復
に
充
て
ら
れ
、

趣
味
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
り
ま
す
。
健
康

管
理
で
も
、
１
日
の
疲
れ
は

そ
の
日
に
と
っ
て
翌
日
に
備

え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

平
日
で
も
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
的
・
社
会
的
な
活
動
に

使
う
時
間
を
確
保
す
る
に
は

時
短
が
必
要
。
日
本
の
法
律

で
は
そ
も
そ
も
残
業
し
て
は

い
け
な
い
。
36
協
定
を
結
び

残
業
が
可
能
に
な
る
。
残
業

が
当
た
り
前
と
い
う
労
働
者

の
意
識
改
革
も
必
要
で
す
。

泉
田
講
師
か
ら
36
協
定
を
毎

月
締
結
す
る
こ
と
で
要
求
実

現
へ
向
け
、
戦
略
的
に
活
用

で
き
る
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

団
交
へ
の
不
安

分
散
会
で
出
た
意
見
に
団

交
で
の
悩
み
が
複
数
上
が
り

ま
し
た
。
何
を
話
し
て
い
い

か
わ
か
ら
ず
、
ベ
テ
ラ
ン
任

せ
。
会
社
よ
り
支
部
か
ら
の

非
難
が
怖
い
と
い
う
意
見
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
団
交
前
に

交
渉
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

し
、
共
有
す
る
。
発
言
に
慣

れ
る
た
め
に
役
割
分
担
し
、

全
員
が
発
言
す
る
。
失
敗
し

て
も
、
次
は
ど
う
言
う
か
、

事
前
に
調
べ
て
知
識
を
入
れ

る
。
新
人
が
会
社
か
ら
つ
っ

こ
ま
れ
た
時
に
は
ベ
テ
ラ
ン

が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
い
っ
た

意
見
が
出
ま
し
た
。

成
果
主
義
の
広
が
り

成
果
主
義
に
つ
い
て
も
あ

が
り
ま
し
た
。
90
年
代
か
ら

広
が
り
、
失
敗
だ
と
や
め
た

所
も
あ
る
が
、
最
近
再
開
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
と
の

質
問
に
、
形
を
変
え
な
が
ら

続
い
て
き
た
。
15
～
20
年

か
け
て
定
着
さ
せ
ら
れ
た
支

部
も
あ
る
。
頑
張
っ
て
い
る

か
ら
評
価
さ
れ
て
当
然
だ
と

言
う
人
も
い
る
。
会
社
に
う

ま
み
が
あ
る
。
人
件
費
抑
制
、

ほ
ぼ
上
が
ら
な
い
仕
組
み
。

成
績
、
評
価
で
賃
金
変
え
ら

れ
、
年
功
序
列
は
ほ
ぼ
な
い
。

賃
金
の
上
が
ら
な
い
国
の
要

因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

対
策
と
し
て
、
査
定
内
容

の
基
準
を
き
ち
ん
と
説
明
さ

せ
、
公
平
性
や
透
明
性
を
担

保
で
き
る
か
確
認
。
学
習
会

を
行
い
、
危
険
性
や
対
策
を

学
ぶ
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
生
涯
賃
金
が
ど
れ
だ
け

違
う
か
理
解
す
る
な
ど
の
発

言
が
あ
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
は
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
全
４

回
の
連
続
講
座
と
い
う
新
形

式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
気
軽
に

参
加
し
や
す
か
っ
た
、
普
段

オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
用
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
別
事
業
所
と

の
や
り
と
り
に
活
用
し
た
い

と
い
う
感
想
や
執
行
委
員
と

し
て
の
心
構
え
を
知
れ
た
。

ど
こ
の
支
部
で
も
共
通
の
悩

み
が
あ
り
、
交
流
の
無
い
支

部
の
経
験
や
意
見
が
聞
け
て

勉
強
に
な
っ
た
。
自
分
た
ち

の
課
題
が
見
え
、
取
り
入
れ

た
い
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
定
年
後
再

雇
用
制
度
で
あ
る
シ
ニ
ア
契

約
社
員
の
賃
金
が
あ
ま
り
に

も
低
い
状
態
（
月
額
給
与
18

万
５
千
円
・
年
収
２
２
２
万

円
）
が
続
い
て
お
り
、
社
会

的
責
任
や
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
組
合
は
、
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
シ
ニ
ア
契
約
社
員

の
賃
金
に
関
す
る
問
題
点
や

労
使
交
渉
の
模
様
な
ど
を
シ

リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
が
６
回
目
の
連
載
と
な

り
ま
す
。
前
号
ま
で
５
回
連

続
で
団
交
の
や
り
と
り
を
中

心
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

会
社
の
不
誠
実
な
対
応
は
紹

介
し
た
通
り
で
す
。

今
号
で
も
、
前
号
で
紹
介

し
た
「
シ
ニ
ア
契
約
社
員
制

度
に
関
す
る
情
報
要
求
」
に

対
す
る
会
社
回
答
の
続
き

（
項
番
８
か
ら
）
を
紹
介
し

ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
会
社

回
答
も
、
東
京
都
労
働
委
員

会
が
今
年
３
月
に
発
し
た
全

部
救
済
命
令
後
も
依
然
と
し

て
不
誠
実
な
対
応
を
継
続
し

て
い
る
内
容
で
す
。

シ
ニ
ア
契
約
社
員
制
度
に
関
す

る
情
報
要
求
と
会
社
回
答

９
月
25
日
の
団
体
交
渉
で
、

組
合
は
シ
ニ
ア
契
約
社
員
制

度
に
つ
い
て
質
問
し
、
会
社

は
そ
の
回
答
を
持
ち
帰
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
組
合
は

10
月
31
日
の
団
交
ま
で
に

文
書
で
の
回
答
を
求
め
、
誠

実
に
協
議
す
る
こ
と
を
求
め

る
書
簡
を
提
出
し
、
会
社
が

10
月
30
日
に
回
答
し
て
き

ま
し
た
。
以
下
に
項
番
８
か

ら
の
情
報
要
求
と
会
社
回
答

を
紹
介
し
ま
す
。

（
前
号
の
続
き
）

８
．
定
年
ま
で
ペ
イ
・
フ
ォ
ー
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ス
キ
ル

に
応
じ
た
賃
金
だ
と
言
わ
れ

て
、
60
歳
に
な
る
と
な
ぜ
一

律
に
バ
ン
ド
３
の
仕
事
し
か

あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
制
度
に

な
る
の
か
回
答
す
る
こ
と
。

（
会
社
回
答
）

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

の
施
行
に
よ
り
60
歳
定
年
退

職
後
に
雇
用
継
続
を
希
望
す

る
社
員
全
員
に
雇
用
機
会
を

提
供
す
る
必
要
性
が
生
じ
た

と
こ
ろ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
お
け
る

顧
客
か
ら
の
受
注
件
数
・
受

注
額
自
体
に
大
き
な
変
化
が

な
い
中
で
、
新
規
採
用
等
の

会
社
全
体
の
運
営
や
従
業
員

の
年
齢
分
布
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

定
年
再
雇
用
者
向
け
の
新
た

な
仕
事
を
創
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
シ

ニ
ア
契
約
社
員
の
業
務
内
容

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
社
外

に
委
託
し
て
い
た
仕
事
や
部

門
で
発
生
す
る
サ
ポ
ー
ト
業

務
な
ど
を
切
り
出
し
て
、
新

た
に
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
業

務
を
創
出
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
が
、
か
か
る
方
法
に
よ
っ

て
十
分
な
分
量
の
業
務
を
確

保
で
き
る
と
見
込
め
た
業
務

が
バ
ン
ド
３
相
当
の
サ
ポ
ー

ト
業
務
だ
っ
た
た
め
で
す
。

９
．
「
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の

職
務
は
、
外
注
し
て
い
た
業

務
等
を
一
部
中
止
し
て
新
た

に
創
出
し
た
も
の
」
と
断
定

し
て
い
る
が
、
シ
ニ
ア
契
約

社
員
の
す
べ
て
の
業
務
を
確

認
し
た
調
査
方
法
、
結
果
を

開
示
す
る
こ
と
。

（
会
社
回
答
）

シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
業
務
に

つ
い
て
は
、
契
約
開
始
時
お

よ
び
契
約
更
新
時
に
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
業
務
ア
サ
イ
ン
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
用
い
て
バ
ン
ド

３
相
当
の
業
務
を
検
討
し
、

事
前
に
オ
フ
ァ
ー
内
容
に
つ

い
て
社
員
に
確
認
を
と
っ
て

い
ま
す
。
業
務
ア
サ
イ
ン
に

際
し
て
は
、
社
員
の
申
し
込

み
内
容
や
健
康
状
態
も
配
慮

し
て
い
ま
す
。

10
．
業
務
の
ア
サ
イ
ン
が
ま
っ

た
く
無
い
シ
ニ
ア
契
約
社
員

が
い
る
か
ど
う
か
、
業
務
の

ア
サ
イ
ン
が
勤
務
時
間
の
50

％
未
満
と
い
う
シ
ニ
ア
契
約

社
員
が
い
る
か
ど
う
か
、
を

回
答
す
る
こ
と
。

（
会
社
回
答
）

現
時
点
で
そ
の
よ
う
な
実
態

は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
、

な
お
、
一
時
的
に
担
当
業
務

が
な
く
な
る
こ
と
は
正
社
員

で
あ
っ
て
も
し
ば
し
ば
発
生

す
る
事
態
で
あ
り
、
サ
ポ
ー

ト
業
務
の
み
に
従
事
し
て
い

る
シ
ニ
ア
契
約
社
員
に
つ
い

て
は
同
様
の
事
態
が
よ
り
発

生
し
や
す
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
少
な
く
と
も
大
多
数
の

シ
ニ
ア
契
約
社
員
に
つ
い
て

ご
指
摘
の
よ
う
な
状
況
が
常

態
化
し
て
い
る
こ
と
は
無
い

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
適
切
に
制
度
運
用
が
な

さ
れ
る
よ
う
サ
ン
プ
リ
ン
グ

調
査
を
継
続
し
て
参
り
ま
す

が
、
人
事
部
の
人
数
が
限
ら

れ
て
お
り
既
存
の
業
務
で
手

一
杯
で
あ
る
関
係
上
、
全
員

に
つ
い
て
の
網
羅
的
な
調
査

は
困
難
で
あ
る
た
め
、
組
合

で
把
握
し
て
い
る
具
体
的
な

部
署
名
や
個
人
名
に
つ
い
て

ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
確
認

い
た
し
ま
す
。

不
誠
実
団
交
を
や
め
ろ

東
京
都
労
働
委
員
会
は
、

今
年
３
月
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

（
シ
ニ
ア
契
約
社
員
制
度
）

事
件
に
お
い
て
発
し
た
命
令

に
お
い
て
、
シ
ニ
ア
契
約
社

員
の
給
与
を
議
題
と
す
る
団

体
交
渉
に
お
け
る
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
対
応
は
、
次
の
理
由
で

不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
と

認
定
し
て
い
ま
す
。

・
組
合
ら
は
、
長
年
に
わ
た

り
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
処
遇

改
善
を
会
社
に
要
求
し
、
社

会
情
勢
や
定
年
後
再
雇
用
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
応

じ
て
、
会
社
に
改
善
す
べ
き

根
拠
を
示
し
て
き
た
。

・
組
合
ら
は
、
団
体
交
渉
に

お
い
て
も
、
シ
ニ
ア
契
約
社

員
の
給
与
が
低
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
根
拠
を
示
し
た
上

で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
法
の
説
明
義
務
に

基
づ
く
具
体
的
な
説
明
を
求

め
て
い
た
。

・
こ
れ
に
対
し
、
会
社
は
、

組
合
ら
の
質
問
に
応
じ
た
具

体
的
な
説
明
や
回
答
を
行
わ

ず
、
従
前
と
同
様
の
抽
象
的

な
回
答
を
繰
り
返
し
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
シ
ニ
ア
契

約
社
員
の
給
与
を
議
題
と
す

る
団
体
交
渉
に
お
け
る
会
社

の
対
応
は
、
不
誠
実
な
団
体

交
渉
に
当
た
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
都
労
委
命
令

を
受
け
な
が
ら
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

は
今
も
上
記
の
よ
う
な
不
誠

実
な
回
答
を
続
け
て
い
ま
す
。

組
合
は
会
社
の
不
誠
実
な

対
応
と
は
一
貫
し
て
た
た
か

い
ま
す
。
次
号
で
は
次
回
の

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
の
団
交
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
次
回
に
つ
づ
く
）

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃
金

本
当
に
年
収
２
２
２
万
円
で
い
い
の
か
（
連
載
⑥
）

第
７
回
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

10
月
４
日
、
11
日

執
行
委
員
と
し
て
の
心
構
え
を
学
べ
た
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